
ちょっとぶつけたり、転んだはずみに簡単に骨が折れてしまう骨粗鬆症。
女性ホルモンの影響で更年期以降の女性は要注意です。
早期発見・早期治療・早期リハビリをモットーに、
予防と治療に尽力する三愛会総合病院副院長で
整形外科診療部長の岡崎洋之医師にお話をうかがいました。

あなたの骨密度、減っていませんか？

骨
こ つ

粗
そ

鬆
し ょ う

症
し ょ う

の 
早期発見・治療で骨折を防ぐ

レントゲン透視下で経皮的椎体形成術(BKP)を執刀する岡崎医師

◎記事内容に関するお問合せ：TEL.048-958-3111

TEL.048-958-3111
〒341-0003 埼玉県三郷市彦成2-342

あなたの骨の健康チェックリスト
複数当てはまる方は、専門の医療機関で骨密度の検査を
おすすめします

1	最近、身長が縮んだり背中が丸くなったと思う‥ ‥ □

2	すでに閉経している（女性）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ □

3	体形はほっそりスリムだ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ □

4	過度なダイエットをしたことがある‥‥‥‥‥‥‥ □

5	母や祖母が足の付け根を骨折したことがある‥‥‥ □

6	乳製品や小魚などカルシウムを意識した	
食事をしていない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ □

7	タバコを吸っている‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ □

8	日常的にお酒をたくさん飲む（日本酒なら３合以上）‥□

9	あまり運動をする習慣がない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ □

⓾	あまり日光にあたらない生活をしている‥‥‥‥‥ □

⓫	関節リウマチや、副甲状腺機能亢進症の既往がある‥□

⓬	糖尿病、慢性腎臓病、	
慢性閉塞性肺疾患（COPD）で治療中‥‥‥‥‥‥‥ □

⓭	治療のため長期間経口ステロイドを服用している‥ □

　

症
状
が
重
く
骨
折
リ
ス
ク
の
高
い
方
に

は
、
ま
ず
効
果
の
高
い
ホ
ル
モ
ン
系
の
注
射

で
骨
密
度
を
短
期
間
に
上
げ
る
ケ
ー
ス
が

多
い
で
す
。
近
年
、
骨
粗
鬆
薬
の
開
発
は

目
覚
ま
し
く
、
テ
リ
パ
ラ
チ
ド
、
ア
バ
ロ
パ

ラ
チ
ド
、
ロ
モ
ソ
ズ
マ
ブ
な
ど
は
、
骨
折
リ

ス
ク
を
50
％
低
減
す
る
と
の
報
告
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
後
は
個
々
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
や
症
状
に
応
じ
て
使
い
分
け
ま
す
。

｜ 

ど
の
ぐ
ら
い
の
期
間
、
服
薬
が
必
要

な
の
で
す
か
？

岡
崎　
薬
を
や
め
る
と
ま
た
骨
密
度
が
低

下
す
る
の
で
、
将
来
の
骨
折
を
防
ぐ
た
め

に
薬
と
は
一
生
の
お
付
き
合
い
で
す
。
定

期
的
な
通
院
と
医
療
ス
タ
ッ
フ
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
治
療
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
と
生
活
習
慣
改
善
を
維
持
す

る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

｜ 

脊
椎
椎
体
骨
折
は
、
自
然
に
改
善
す

る
の
で
し
ょ
う
か
？

岡
崎　
初
期
に
診
断
が
つ
い
た
場
合
は
、

コ
ル
セ
ッ
ト
な
ど
の
保
存
治
療
を
行
い
ま

す
が
、
骨
折
の
痛
み
が
持
続
す
る
場
合
、

あ
る
い
は
背
骨
の
変
形
が
進
行
し
た
場
合

は
、
外
科
的
治
療
が
必
要
で
す
。
変
形
が

進
行
し
前
か
が
み
の
姿
勢
が
酷
く
な
る

と
、
活
動
性
が
低
下
す
る
ば
か
り
で
な
く
、

消
化
器
が
圧
迫
さ
れ
逆
流
性
食
道
炎
な
ど

を
起
こ
し
た
り
、
肺
や
心
臓
に
負
担
を
か

け
た
り
と
合
併
症
を
招
き
か
ね
ま
せ
ん
。

｜ 

ど
の
よ
う
な
手
術
で
す
か
？

岡
崎　
骨
折
が
軽
度
で
あ
れ
ば「
経
皮
的

椎
体
形
成
術（
Ｂ
Ｋ
Ｐ
）」を
行
う
こ
と
が

多
い
で
す
ね
。
背
中
を
左
右
1
ヵ
所
ず
つ

５
㎜
ほ
ど
切
開
し
、
つ
ぶ
れ
た
椎
体
に
細

い
管
で
風
船
を
挿
入
。
膨
ら
ま
せ
て
椎
体

を
再
建
し
、
中
に
医
療
用
セ
メ
ン
ト
を
充

填
し
ま
す
。
所
要
時
間
は
30
分
ほ
ど
で
す
。

｜ 

症
状
が
重
い
場
合
は
？

岡
崎　
背
骨
が
安
定
す
る
よ
う「
椎
体
固

定
術
」を
検
討
し
ま
す
。
ま
ず
、
顆
粒
状

の
人
工
骨
に
よ
り
骨
折
椎
体
を
再
建
。
つ

い
で
そ
の
上
下
の
椎
体
の
、
左
右
に
ス
ク

リ
ュ
ー（
ネ
ジ
）を
計
４
本
差
し
込
み
、
上

下
の
ネ
ジ
の
頭
同
士
に
ロ
ッ
ド
と
呼
ば
れ

る
心
棒
を
渡
し
て
留
め
付
け
ま
す
。
弱
っ

た
椎
体
を
上
下
の
椎
体
と
一
体
化
さ
せ
、

安
定
化
す
る
治
療
で
す
。
所
要
時
間
は
１

時
間
ほ
ど
。
手
術
翌
日
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
を

開
始
し
、
退
院
後
は
ス
ム
ー
ズ
に
体
が
動

い
て
、
日
常
生
活
を
楽
し
め
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

｜ 
大
腿
骨
近
位
部
の
骨
折
も
、
手
術
と

リ
ハ
ビ
リ
で
以
前
と
同
じ
生
活
が
取
り
戻

せ
る
の
で
す
ね
。

岡
崎　
は
い
。
当
院
に
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
部
門
も
あ
り
セ
ラ
ピ
ス
ト
も
多

数
在
籍
し
、
十
分
な
サ
ポ
ー
ト
が
可
能
で

す
。
し
か
し
骨
折
は
未
然
に
防
ぐ
に
越
し

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
骨
粗
鬆
症
は
早

期
発
見
・
早
期
治
療
を
心
が
け
る
こ
と
が

肝
心
で
す
。

　

当
院
で
は
骨
粗
鬆
症
リ
エ
ゾ
ン
サ
ー

ビ
ス（
Ｏ
Ｌ
Ｓ
）チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
医

師
、
看
護
師
、
薬
剤
師
、
管
理
栄
養
士
、
理

学
療
法
士
、
骨
粗
鬆
症
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、

社
会
福
祉
士
な
ど
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
参
画

し
、
骨
折
で
入
院
中
の
患
者
さ
ま
に
治
療

の
説
明
と
服
薬
指
導
、
退
院
後
の
生
活
習

慣
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
実
施
し
、
二
次
性
骨

折
の
予
防
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
骨
粗
鬆
症
の
市
民
講
座
な
ど
啓

発
活
動
も
定
期
的
に
開
催
中
。
地
域
の

方
々
の
健
康
寿
命
を
守
る
こ
と
が
、
私
た

ち
の
使
命
と
感
じ
て
い
ま
す
。

｜ 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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あなたの骨密度、減っていませんか？
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ス
に
ト
ン
と
座
る
と
い
っ
た
日
常
動
作
の

は
ず
み
で
起
こ
る
た
め
、
痛
み
も
少
な
く

放
置
し
が
ち
で
す
。

｜ 

治
療
を
怠
る
と
ど
う
な
り
ま
す
か
？

岡
崎　
椎
骨
は
お
腹
側
が
頂
点
の
楔く

さ
び

型
に

つ
ぶ
れ
て
い
き
、
そ
の
負
担
で
上
下
の
椎

骨
に
も
骨
折
が
広
が
り
が
ち
。
身
長
が
縮

み
、
背
中
が
丸
く
な
っ
て
転
び
や
す
く
な

り
、
次
の
骨
折
を
招
き
か
ね
ま
せ
ん
。

　

骨
粗
鬆
症
が
深
刻
な
の
は
、
骨
折
が
日

常
生
活
動
作
を
制
限
し
、
要
介
護
を
招
き
、

健
康
寿
命
を
大
き
く
損
な
う
こ
と
で
す
。

本
人
や
ご
家
族
、
社
会
に
と
っ
て
も
大
き

な
損
失
。
骨
粗
鬆
症
治
療
の
一
番
の
目
的

は
、
骨
の
強
度
を
取
り
戻
し
、
骨
折
を
未

然
に
防
ぐ
こ
と
で
す
。

｜ 

な
ぜ
骨
粗
鬆
症
が
起
こ
る
の
で
し
ょ

う
か
？

岡
崎　
骨
は
成
長
期
を
終
え
て
も
新
陳

代
謝
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す（
骨
代
謝
回

転
）。
古
い
骨
を
溶
か
し
吸
収
す
る「
破

骨
細
胞
」と
、
新
し
い
骨
の
枠
組
み
を
作

り
、
カ
ル
シ
ウ
ム
と
リ
ン
を
定
着
さ
せ
る

「
骨こ

つ

が芽
細
胞
」が
協
調
し
て
働
い
て
い
ま
す

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
破
骨
細
胞
の
骨

吸
収
が
優
位
に
な
る
と
、
骨
粗
鬆
症
を
発

症
し
ま
す
。

　

骨
の
強
さ
を
示
す
指
標
の
一
つ
は「
骨
密

度
」。
カ
ル
シ
ウ
ム
が
一
定
の
体
積
に
ど
れ

だ
け
含
ま
れ
る
か
を
示
し
ま
す
。
も
う
一

つ
は「
骨
質
」で
、
主
に
骨
の
枠
組
み
を
支

え
る
コ
ラ
ー
ゲ
ン
の
弾
性
と
質
。
と
も
に

骨
芽
細
胞
の
働
き
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

｜ 

女
性
に
骨
粗
鬆
症
が
多
い
の
は
な
ぜ

で
す
か
？

岡
崎　
生
来
、
骨
の
太
さ
や
強
さ
が
男
性

に
劣
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
も
っ
と
も

影
響
す
る
の
は
女
性
ホ
ル
モ
ン
で
あ
る
エ

ス
ト
ロ
ゲ
ン
の
減
少
。
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
は

破
骨
細
胞
の
働
き
を
抑
制
し
代
謝
の
バ
ラ

ン
ス
を
取
っ
て
い
ま
す
。
閉
経
後
、
分
泌

量
が
低
下
す
る
と
骨
粗
鬆
症
の
リ
ス
ク
が

急
激
に
高
ま
る
の
で
す
。
50
代
以
降
は
、

市
区
町
村
の
健
診
や
近
隣
の
ク
リ
ニ
ッ
ク

で
、定
期
的
に
骨
密
度
を
測
り
ま
し
ょ
う
。

　

糖
尿
病
や
慢
性
腎
臓
病
の
方
、
甲
状
腺

や
副
甲
状
腺
疾
患
の
あ
る
方
、
膠こ

う

原げ
ん
び
ょ
う病
な

ど
で
ス
テ
ロ
イ
ド
を
服
薬
し
て
い
る
方
も

要
注
意
。
主
治
医
と
の
相
談
が
必
要
で
す
。

治
療
薬
は
種
類
が
豊
富
。

骨
折
に
は

低
侵
襲
手
術
を
採
用

｜ 

三
愛
会
総
合
病
院
で
は
ど
の
よ
う
な

検
査
と
治
療
を
行
う
の
で
す
か
？

岡
崎　
ま
ず
骨
密
度
測
定
を
行
い
ま
す
。

当
院
で
は
２
種
類
の
Ｘ
線
を
活
用
す
る
一

番
精
度
の
高
い
Ｄ
Ｘ
Ａ
法
で
腰
椎
と
大
腿

骨
近
位
部
を
測
定
し
ま
す
。
健
常
な
若
い

成
人
の
平
均
骨
密
度（
Ｙ
Ａ
Ｍ
）を
1
0
0

と
し
、
自
分
の
骨
密
度
の
数
値
が
パ
ー
セ

ン
ト
で
提
示
さ
れ
、
80
％
以
上
が
正
常
。

79
〜
71
％
が
骨
量
減
少
。
70
％
以
下
が
骨

粗
鬆
症
。
た
だ
し
骨
密
度
が
正
常
で
も
、

手
首
、肩
、大
腿
骨
、脊
椎
な
ど
脆
弱
骨
折

が
あ
れ
ば
骨
粗
鬆
症
と
診
断
さ
れ
ま
す
。

｜ 

そ
の
ほ
か
に
は
？

岡
崎　
血
液
検
査
で
カ
ル
シ
ウ
ム
濃
度
と

「
骨
代
謝
マ
ー
カ
ー
」を
測
定
。
破
骨
細
胞

と
骨
芽
細
胞
そ
れ
ぞ
れ
が
分
泌
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
物
質
に
よ
っ
て
病
態
を
知
る
こ
と

が
で
き
、
薬
の
選
定
や
効
果
判
定
な
ど
治

療
計
画
に
役
立
て
ま
す
。

　

食
事
や
運
動
な
ど
生
活
習
慣
も
大
き

く
影
響
し
ま
す
か
ら
、
治
療
と
併
行
し

て
栄
養
指
導
や
運
動
療
法
の
指
導
も
実

施
し
ま
す
。

｜ 

カ
ル
シ
ウ
ム
を
し
っ
か
り
摂
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
ね
。

岡
崎　

カ
ル
シ
ウ
ム
は
7
0
0
〜

8
0
0
m
g
／
日
。
乳
製
品
、
小
魚
、
大

豆
製
品
に
多
く
含
ま
れ
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン

Ｄ
と
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
も
大
切
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ

は
食
品
だ
け
で
は
足
り
ま
せ
ん
。
日
光
を

浴
び
て
紫
外
線
が
肌
に
当
た
る
と
、
体
内

の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
材
料
と
し
て
ビ
タ

ミ
ン
Ｄ
が
生
成
さ
れ
、
腸
管
か
ら
の
カ
ル

シ
ウ
ム
吸
収
と
、
骨
代
謝
時
の
カ
ル
シ
ウ

ム
濃
度
維
持
な
ど
に
働
き
ま
す
。

　

顔
の
シ
ミ
が
気
に
な
る
方
は
、
１
日
15

分
、手
の
ひ
ら
で
日
光
浴
を
行
う
と
よ
い
で

し
ょ
う
。
ま
た
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
に
は
カ
ル
シ

ウ
ム
を
骨
に
定
着
さ
せ
る
作
用
が
あ
り
、
バ

ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

｜ 

運
動
も
大
事
な
の
で
す
ね
。

岡
崎　
運
動
の
刺
激
で
微
量
の
電
流
が
骨

に
伝
わ
る
と
強
度
を
増
す
と
い
う
研
究
が

あ
り
ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ス
ト
レ
ッ

チ
体
操
が
お
す
す
め
で
す
。
運
動
で
筋
力

や
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
ア
ッ
プ
さ
せ
れ
ば
転

倒
防
止
に
も
な
り
ま
す
。

｜ 

治
療
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

岡
崎　
基
本
的
に
薬
の
投
与
で
骨
密
度
を

上
げ
て
い
き
ま
す
。
薬
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
種
類
が
あ
り
、
骨
に
沈
着
し
て
骨
吸
収

を
抑
制
す
る
ビ
ス
ホ
ス
ホ
ネ
ー
ト
を
筆

頭
に
、
骨
代
謝
に
関
わ
る
ホ
ル
モ
ン
に
着

目
し
骨
形
成
を
促
す
タ
イ
プ
、
破
骨
細
胞

の
形
成
を
抑
制
す
る
タ
イ
プ
、
女
性
ホ
ル

モ
ン
に
似
た
作
用
を
持
つ
タ
イ
プ
な
ど
。

飲
み
薬
と
注
射
が
あ
り
、
投
与
間
隔
も
毎

日
、
週
１
、
月
１
、
半
年
や
１
年
に
１
回

な
ど
と
多
様
で
す
。

副院長・整形外科診療部長

岡
お か ざ き

崎 洋
ひ ろ ゆ き

之　医師
日本整形外科学会 整形外科専門医
日本整形外科学会認定脊椎脊髄病医
難病指定医
身体障害者福祉法第15条指定医師
小児運動器疾患指導管理医師

三愛会総合病院

経皮的椎体形成術（BKP）

椎体固定術

DXA法検査機器

骨密度を増やすおすすめ体操

脊椎のＸ線写真。黒く映ってい
る下から５つ目の第１腰椎が骨
折部位

つぶれた第１腰椎に顆粒状の人
工骨を充填。その上下の椎体を
スクリューとロッドで固定し、
脊椎を安定させる

国際骨粗鬆症財団（IOF）認定賞状
骨粗鬆症治療の
専門性の高い病
院として認定さ
れています

ダイナミック・
フラミンゴ体操
左右の足で片足
立ちを１分ずつ
行う。不安定な
方は机などにつ
かまって行ってく
ださい。

かかと落とし体操
足を肩幅ほどに
開いて背筋をのば
し、両足の踵を上
げ、ストンと落と
す。不安定な方は
机などにつかまっ
て行ってください。

ＤＸＡ法の骨密度検査機器。２種類のエネルギーの異なるＸ線を使
用。全身を測定できるが、ガイドラインでは腰椎と大腿骨近位部を測
定し、数値の低い方を検査数値とする

背部から撮影 側面から撮影

つぶれた椎体に風船を挿入して膨らませ、椎体を再建。その後、医療
用セメントを充填して骨強度を保つ

１日３回
（朝・昼・晩）

１日1～3セット
（1セット3回）

代
な
ら
受
け
身
の
姿
勢
を
取
っ
て
肩
を
骨

折
。
そ
の
後
の
検
査
で
、
多
く
の
方
が
そ

の
原
因
は
骨
粗
鬆
症
と
診
断
さ
れ
ま
す
。

｜ 

70
代
、80
代
だ
と
、脚
の
付
け
根
を
骨

折
し
た
と
い
う
話
を
よ
く
聞
き
ま
す
。

岡
崎　
正
式
に
は「
大
腿
骨
近
位
部
骨
折
」

と
呼
び
、
整
形
外
科
で
は
緊
急
手
術
の
対

象
で
す
。
す
ぐ
骨
を
つ
な
ぐ
、
あ
る
い
は

大
腿
骨
骨
頭
を
人
工
骨
頭
に
置
き
換
え
、

翌
日
に
は
超
早
期
リ
ハ
ビ
リ
を
開
始
。
歩

行
訓
練
に
入
り
ま
す
。
高
齢
者
は
１
週
間

以
上
ベ
ッ
ド
で
安
静
に
し
て
い
る
と
筋
力

が
急
速
に
衰
え
、〝
寝
た
き
り
〞を
誘
発
し

か
ね
ま
せ
ん
。

　

70
代
以
上
で
も
う
一
つ
注
意
し
た
い
の

は
圧
迫
骨
折
と
呼
ば
れ
る「
脊せ

き
つ
い椎
椎つ

い
た
い体
骨

折
」で
す
。
背
骨
は
頸
椎・胸
椎・腰
椎
か
ら

で
き
て
い
ま
す
が
、
負
荷
の
か
か
る
胸
椎

と
腰
椎
の
境
目
の
骨
が〝
い
つ
の
ま
に
か
〞

つ
ぶ
れ
て
し
ま
う
。
床
の
物
を
取
る
、
イ

「
い
つ
の
ま
に
か
骨
折
」を

招
く
骨
粗
鬆
症

｜ 
骨
粗
鬆
症
の
患
者
数
は
全
国

で
１
５
９
０
万
人※

。
う
ち
女
性
は

１
１
８
０
万
人
と
ほ
ぼ
４
分
の
３
を
占

め
、
70
代
で
は
３
人
に
１
人
、
80
代
で
は

２
人
に
１
人
が
罹
患
し
て
い
る
と
の
報
告

が
あ
り
ま
す
。
三
愛
会
総
合
病
院
で
は
、

骨
粗
鬆
症
の
治
療
に
力
を
入
れ
て
い
る
と

う
か
が
い
ま
し
た
。
ま
ず
ど
の
よ
う
な
病

気
な
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

岡
崎　
骨
が
ス
カ
ス
カ
の
軽
石
の
よ
う
に

も
ろ
く
な
り
、
簡
単
に
骨
折
す
る
病
気
で

す
。「
い
つ
の
ま
に
か
骨
折
」と
も
呼
ば
れ

ま
す
ね
。
骨
粗
鬆
症
そ
の
も
の
に
自
覚
症

状
は
な
く
、
ま
ず
骨
折
で
来
院
さ
れ
る
方

が
大
半
。

　

つ
ま
ず
い
て
転
ん
だ
時
、
50
代
な
ら
手

で
体
を
か
ば
い
手
首
を
骨
折
。
60
代
〜
70

※「骨粗鬆症の予防と治療ガイドライン」2025年より


